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なぜ 20 世紀の社会主義社会で市民社会的倫理規範や 

人権意識が育まれなかったのか 

                                 

 

社会主義時代の遺物 

 ロシアのウクライナ侵攻が長引く中、ロシア軍の装備や指揮系統の不備や欠陥があか

らさまになり、他方で制圧した市民への残虐行為や略奪行為が次々と伝えられる。装備



 

2023 年 3 月 4 日 
                                                                        2 

や兵器のレベルの低さや、装備の欠陥や量不足は今に始まったことではないし、兵士の

行動規律が緩いのも昔からである。第二次世界大戦で東欧諸国を「解放」した赤軍兵士

や、ハンガリー動乱後のソ連軍の市民への蛮行（略奪や凌辱）やソ連の労働キャンプへ

の連行は、当時から良く知られていた。当時も、兵士はどこへ進軍するのか知らされて

いなかったし、ハンガリーに到着した後ですら、そこが同じ社会主義国のハンガリーだ

と知らない者が多かった。だから、現在の状況はソ連崩壊を原因とするものではなく、

ソ連時代から続く社会的特性に起因しているものだ。 

 確かに社会主義体制崩壊後の市場経済化で、旧社会主義国の消費財市場が一挙に活性

化し、国民の消費生活は一変した。ところが、消費生活上の変化に比べて、国家機関や

公的組織の設備や仕事ぶりには大きな変化が見られない。戦後ほどなく改築あるいは新

築された病院や学校のメインテナンスが蔑ろにされ、老朽化が激しい。それは軍隊など

の国家的組織についても言える。設備全般の老朽化が進んでいても、それを改築したり

新設する財政的な余裕はないし、社会組織を立て直す原理やインセンティヴが著しく欠

けている。 

たとえば、地区の拠点病院の多くは、建物も設備も野戦病院並みの状態である。日本

ではほとんどの中規模の病院に MRI や CT が設置されており、大学の獣医学部にすら人

間用の MRI や CT が備えられている。しかし、ハンガリーでは全診療科を要する大きな

拠点病院でも MRI を備えておらず、古い CT が 1 台あるだけだ。CT 検査ですら混雑し

て待機時間は長い。さらに MRI 検査を受ける場合には、医師の依頼状をもらい予約を

とって郊外にある特定病院へ出向く必要がある。 

このように、社会主義時代の組織的経済的貧困が、現在まで尾を引いている。それは

ハンガリーだけでなく、すべての旧社会主義国について言える。これらの社会的組織の

改編や設備更新には膨大な費用がかかるので、国民経済の発展レベルを超える公的資金

を投入できない。だから、消費生活の表面的な変化は進んでも、病院や学校の設備更新

がなかなか進まない。ソ連・東欧社会主義崩壊から 30 年も経過するが、どの国でも、

国家機関や学校・病院などの公的機関の設備や組織の状況は、社会主義時代からあまり

変わっていない。だから、軍や兵士の装備の状態が良くないことも容易に想像がつく。 
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病院や学校にトイレットペーパーがない 

 今でも病院に入院するときはトイレットペーパーや石鹸などを持参する（もっとも、

石鹸を持ってくるという衛生観念はなく、石鹸なしで済ませるのがふつう）。入院食が

あまりに貧弱なので、多くの患者の家族は毎日食事を届ける。監獄並みの食事は今も昔

も変わりない。半世紀以上も同じメニューでないかと思われるほどである。社会主義時

代から病院にはトイレットペーパーも石鹸も置いていない。少し前までは、廊下に設置

されたテレビに鎖が付けられ、盗まれないようにされていた。もっとも、古いテレビで

もう映らなくなっていて、鎖につながれたまま放置されていたが。今では費用節約か

ら、テレビは設置されていない。 

 

 

 

 

 150 年以上も前に、ハンガリー人医師センメルワイスは産褥熱の原因が、医師の手洗

いが不十分であることを発見した。医師からの細菌感染が産褥熱を惹き起こすことが明

らかにしたのだ。それから 1 世紀半近く経つが、医師の手洗いは守られても、一般患者

ハンガリーの病院の朝食。これにコーヒー

か紅茶が付く。 

ハンガリーの病院の夕食。大根（生）の輪

切りとリンゴ、レバーペーストが付いてい

る。配送費を節約するために、昼食時に温

かい食事と一緒に、この夕食が配られる。 
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の衛生問題は蔑ろにされている。これが社会主義を経験したセンメルワイスを生んだ国

の現状である。 

 トイレットペーパーがないのは病院予算を節約するためだけでなく、すぐに盗まれる

（という社会主義時代の苦い経験）からだ。病院と同様に、トイレットペーパーを備え

ていない学校も多い（教員用のトイレには備えてあるが、生徒が利用しないように鍵が

かかっている）が、こちらは予算がないからだ。購入の優先順位が低いのだ。入院患者

が退院するときに、医師は「治療報告書」を患者に手渡す。少し前まで、病院のプリン

ト用紙（購入費用）がなく、患者に A4 用紙を持参することを要請するところもあった

（学校ではコピー用紙の購入費用が、常に問題の一つになっている）。 

今でも病院の状況を風刺するビデオが出回っているのは、大きな改善が見られないか

らである（https://www.facebook.com/watch/?extid=NS-UNK-UNK-UNK-IOS_GK0T-

GK1C&mibextid=2Rb1fB&v=913369449696119）。このビデオは入院に際して、患者がトイレ

ットペーパー、発電機、輸血用血液、A4 用紙を持参したことを受付に伝える。「ノッ

クをするな」と言う不愛想な受付嬢が、担当医はウガンダの病院のような状態に愛想を

つかして、開業医になったことを伝える。担当医の代わりに、YouTube で勉強した子供

の医者を勧めるというパロディである。受付嬢の愛想のなさと、病院の悲惨な状況をパ

ロディで描いたもの。実際、有能な医師の多くが民間クリニックに移っている）。 

 ハンガリーの名誉のために言っておけば、トイレットペーパーがないのは何もハンガ

リーに限ったことではない。ほとんどの社会主義国でもそうだった。それだけ貧しかっ

たのだが、それを「おかしい」と主張する人もいなかった。今でもそれを不思議に思う

人は少なく、病院にはトイレットペーパーがないのが当たり前という前提で入院の準備

をするが、それが一因でほとんどの病院のトイレの状態はとても衛生的とは言えない。 

コロナ禍で中国広州の隔離病院がテレビに映し出されたときに、やはりトイレにペー

パーが備えられていないことが分かった。ただ、便座にビニールを巻き、ガムテープで

止めてあった。経済発展が進む中国でさえそうなのかと思ったが、少なくとも便座を清

掃しやすいようにしている工夫がみられた。東欧諸国では便座が汚れていても、この程

度の工夫すら思いつくことはない。 

 

https://www.facebook.com/watch/?extid=NS-UNK-UNK-UNK-IOS_GK0T-GK1C&mibextid=2Rb1fB&v=913369449696119
https://www.facebook.com/watch/?extid=NS-UNK-UNK-UNK-IOS_GK0T-GK1C&mibextid=2Rb1fB&v=913369449696119
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外来患者の受付窓口がない 

 体制転換から 30 年も過ぎたが、病院の外来患者受付システムは旧体制時代のままの

ところが多い。ほとんどの病院では外来患者が担当医師の診療室前に待機し、看護師が

ドアを開けたときに、保険証を手渡すようになっている。しかし、多数の患者が我先に

保険証を渡そうとするので、看護師に保険証を受け取ってもらうのは至難の業である。

外国人がこの争いに勝つことは不可能だ。そうなると、いつまで経っても診療を受ける

ことができない。ハンガリー人ですら、数時間待っても診療が受けられず、家に戻った

という話をたびたび聞かされる。こうした状況に憤慨して、大声を上げる人はたまにい

るが、大概の人は文句を言わず、黙って家に帰る。社会主義体制 40 年の歴史は人々の

批判的精神を奪い、体制崩壊から 30 年経っても委縮した精神に変化はない。ただし、

医師とのコネがあれば、診療はスムーズに受けられる。こういう状況ではコネが蔓延し

ても仕方がない（コネ社会現象）。 

だから、外資系企業は特定病院と契約を結び、駐在員が優先的に診療を受けるように

しているが、一般の外来患者が診療を受けるのは簡単ではない。病院側が受付体制を工

夫すれば良いと思うのだが、社会主義時代から病院では医師が絶対的権威を持ってお

り、すべてが医師の都合で動いている。だから、改善の余地があると思っても、誰も口

に出さない。だから、自然に無関心になり、簡単に患者受付のシステムを変えることが

できない。私はこれを「医師主権」とか「役人主権」と呼んでいる。あらゆる公的機関

の組織が官僚化していた社会主義時代の社会的慣行が、未だに多くのところで旧体制の

官僚主義（役人主権）的対応として残存している。政治体制が変わるだけでは社会は変

わらないと実感する毎日である。 

 

プリミティヴでマニュアルな配給システム 

 ソ連が崩壊するまで、モスクワ国際空港（シェレメチェヴォ空港）の乗換え客の扱い

はひどかった。これがソ連の計画経済の実態かと思わされるようなプリミティヴな配

分・配給システムで運営されていた。 

アエロフロートは安かったので多くの日本人が利用していたが、欧州便への乗り継ぎ

にはモスクワでのトランジット宿泊が必要だった。トランジット客は一定数集まるまで
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空港の片隅に待機させられる。いつホテルへ移動するかなど誰も分からないし、それを

伝えようとする職員もいない。ただ、そこに待っていろと言われるだけである。集団が

動き出すと、それに付いていきバスに乗り、空港近くのトランジットホテルに向かう。

学生寮のような「ホテル」では、見ず知らずの旅行者同士が無差別に 2 名ずつ部屋に振

り分けられる。非文明的な扱いだった。ホテルの部屋は広かったが、冬でもお湯がでな

いことが多く、無駄な湯を貯めないように、風呂栓を置いていなかった。 

ホテルは空港から数百メートルほどの距離だが、翌日午前の便に乗る客を起こすため

に、朝の 5 時前に、各階のフロアにいるおばさん（かの名高いジェジュールナヤ）がド

アを叩いて回る。朝 6 時には入り口に集められるが、バスが来るまで集団で待たされ

る。空港に着いても個人で朝食をとるシステムになっておらず、とりあえず食堂の席に

座ると、係の人がテーブルにパンと紅茶を配っていく。規定時間外にレストランを営業

することはない。もちろん、営業という観念そのものがなかったから、待合時間にコー

ヒーや紅茶を飲むこともできなかった。 

 こういう体験を積み重ねると、20 世紀社会主義の計画経済管理とは、きわめてマニュ

アルでプリミティヴな配分指令で動いていることが分かった。日常生活の至る所で、こ

の種の馬鹿らしい体験をする。税関、警察、区役所、中央公証所などの公的システムで

は、例外なく、役人主権の非効率な対応が支配していた。 

旧ソ連や東欧社会主義国で蔓延った「役人主権」体質と貧弱な設備が、体制転換によ

る政治転換を経ても、今なお、多くのところで残存している。共産党独裁という政治シ

ステムは確かに変わったが、市場経済化の遅れが国民の所得水準（したがって国家財

政）の低位停滞を招き、他方で社会を貫く社会的規範や倫理、価値観、腐敗に対する社

会の感応性などは、依然として、旧体制時代の社会的慣性に支配されている。社会の変

革には本当に長い時間が必要だということが実感させられる。 

 

20 世紀社会主義を総括する必要性 

 社会主義国家として何十年もの時間を経過したロシアや中国では、個人の自立・自由

や民主主義、人命重視や人権意識、個人や社会組織の不正や不公正を認識し質す市民的

倫理や規範がまったく形成されてこなかった。それは今や誰の目にも明らかになってい
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る。いったい社会主義体制を経験してきた国では、どのような社会的規範や倫理が形成

されてきたのだろうか。市民社会的倫理や規範と区別される社会主義的規範・倫理が育

まれてきたのだろうか。ソ連社会主義 70 年、東欧社会主義 40 年の歴史で、社会的意識

や規範がどう変わってきたのだろうか。 

現在のロシアや中国を見る限り、共産党の主義主張がどうであれ、市民一人一人の命

が大切にされているとは思われない。まるで権力者が自由に操れる駒のようにしか扱わ

れていない。権力者の気に入らなければ、些細なことでも拘束され、長期にわたって獄

中に閉じ込められる。まさに社会全体が一つの軍隊のように組織された国家なのだ。上

からの命令に従わない者は、理由を問わず切り捨てられる。それが 20 世紀戦時社会主

義の成れの果てだとすれば、いったい現存した社会主義社会のどこに原因があったのだ

ろうか。この分析と反省なしに、社会主義の未来などを語ることはできないはずだ。 

 旧社会主義独裁国家の軍事組織的性格は、20 世紀社会主義がその生誕から保持してい

た戦時社会主義という歴史的性格からきている。この特質は国家を規定していただけで

なく、社会主義あるいは共産主義を名乗る政治政党をも規定してきた。この 20 世紀社

会主義の歴史的限界から脱却することなく、社会主義を唱える勢力が 21 世紀の歴史の

主役になれるはずがない。 

 

自律的に機能しない戦時社会主義社会 

 私は『体制転換の政治経済社会学』（日本評論社、2020 年）において、20 世紀社会

主義国家は「戦時社会主義として特徴づけられ、自律的に機能しない社会構成体」と規

定し、「啓蒙君主制時代から共和政時代への歴史的長期の転換過程において、一時的に

出現し短命（失敗）に終わった社会主義実験」（同上 35 頁）と記している。20 世紀の

帝国主義戦争やファシズムに対抗する国家としての歴史的役割はあったが、自らもまた

帝国主義国として振舞うことを厭わない体制だった。ところが、全般的戦時状況が消滅

した途端に、自らを発展させる自律的機能や社会的土台の欠如から、自己崩壊せざるを

得なかった。社会を機能させる社会的土台を欠く社会とはいかなる存在か。20 世紀社会

主義の総括はこの歴史的限界を認識することから出発しなければならない。 
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 ロシア革命直後、ソ連は国民経済計画策定のための手段を開発する必要に迫られた。

計画的な物流の需給関係を記す統計手法の開発がすすめられ、数理的処理手法も探求さ

れたが、実際のところ現実の経済計画策定に役立つものを作り上げることはできなかっ

た。 

コンピュータもない時代に、紙と鉛筆で描くことができる経済計画など、知れたもの

だった。社会主義計画経済と言いながら、それを支える計画理論や手法が最初から欠如

していた。それに代わるものが、戦時生産を真似た一種の「傾斜生産」であり、戦時配

給を真似た割当配分制度であった。この二つの「計画」手段は社会主義が崩壊するま

で、形を変えながら存続した。管制高地としての共産党（政治局や幹部会）が号令をか

ける一種の戦時経済体制が、社会主義計画経済の実態であった。共産党政治局は無謬性

の神話に守られ、あたかも国の経済と社会を指揮できるかのような「過信」と「錯覚」

が社会を支配した。それを支えてきたのが、「社会発展を見通すことができる無謬の理

論」として信奉されたマルクス主義イデオロギーだった。 

 

裸の王様になった共産党 

ソ連や東欧社会主義国家では、マルクス主義イデオロギーで理論武装された「全能の

救世主」という共産党神話を守るために、政敵は葬られ、異論者は異端として排除され

た。しかし、全能無謬の党（幹部）が指導するという虚構は世界戦争の危機が消滅する

につれて明々白々となり、時代を先取りしていたはずの共産党支配が、次第に「裸の王

様」になった。 

 戦時的経済体制がそれなりの歴史的時間にわたって継続できたのは、世界的戦時状況

が経済管理体制の本質的欠陥を顕在化させなかったからである。他方、経済学者の間で

は、市場を組み込んだ社会主義経済モデルの探求が何度も試みられたが、それが「経済

計画」に組み込まれ、機能することはなかった。1960 年代の経済改革論争が、ソ連・東

欧社会主義体制における最後の試みだったが、プラハの春とヴェトナム戦争がこの論争

を強制終了させた。社会主義の方が資本主義より勝っているという錯誤が経済改革の機

運を消滅させ、そこからソ連・東欧社会主義は長期停滞と崩壊への道をまっしぐらに進

んだ。「一時の勝ちが、却って崩壊への道を速めた」という歴史のパラドックスであ

る。 
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 他方、第二次大戦後、西欧諸国では市場経済をベースに、福祉国家を樹立する試みが

普遍化した。市場を組み込んだ社会主義の西欧版だが、マルクス主義の「正統派」イデ

オロギーは、これを「修正主義」として糾弾してきた歴史がある。しかし、このイデオ

ロギー論争はソ連・東欧社会主義の自己崩壊によって歴史的決着をみた。現実の経済発

展と市民社会の樹立の両面で、ソ連・東欧社会主義は西欧型社会民主主義に太刀打ちで

きなかった。 

 共産党政治局が全権支配する社会体制は崩壊し、市場経済をベースとする共和制にも

とづく市民社会が社会経済システムを機能させる社会構成体であることを、歴史が証明

したのである。 

 

管制高地支配から市民社会は生まれない 

 市場経済をベースにする市民社会と、共産党独裁にもとづく管制高地社会との本質的

な違いは何か。 

 市場関係の基礎は「交換」である。交換は当事者相互の対等平等な関係を前提する。

市場の歪みによって力関係は変化するが、基本的に対等な関係を前提とする。これが

give and take である。この関係におけるコミュニケーションは双方向であり、当事者関

係には透明性と開放性が求められ、人間関係では非人格化と文明化が促進され、個人の

自立と当事者個人の自己責任が貫徹する。交換主体の関係性は複雑化するという意味で

自己発展的である。 

 これにたいして、管制高地支配を基本とする社会的機能は、「上からの配分指令」を

前提とする。give and take にたいして、give but obey 原理が支配的になる。この配分指令

におけるコミュニケーションは片務的（一方通行）で、当事者の間には閉鎖性と秘密性

が顕著で、権威への依存と特定個人への依存が強まる非文明性が支配的になり、配分関

係は単純化しがちになる。総じて、この関係性は自己閉鎖的で、単純化への退化を内包

している。 

 このように分析すれば、交換型の制御システムに比べて、なにゆえに配分型の制御シ

ステムが、個人の創造性や発展を抑制し、個人的な自立や自己責任の確立を押しとどめ

ることになるかが明らかになる。歴史的に存在してきた（今もなお存在している）独裁
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的社会で、なにゆえに市民的規範や倫理が育たないかを明らかにしている（盛田『体制

転換の政治経済社会学』第 2 章「体制転換の社会哲学」を参照されたい）。 

 もちろん、「上意下達」が支配する組織や結社は社会の中にいくらでも存在する。市

民社会では個別の組織や結社が存続できる自由が保障されている。しかし、それが社会

全体を支配する制御機構になると、社会は発展の契機を失ってしまう。小さな組織や結

社においても、個人の創造的な寄与が求められる場合には、それなりの個人的自由や個

人責任が行使できる幅がなければならない。それなしでは結社や組織の発展が制限され

る。 

 共産党が一つの結社として、20 世紀戦時社会主義の組織原則を堅持することに問題が

あるわけではない。それは結社の自由で保証されている。しかし、21 世紀の社会でその

原則を頑なに守ろうとすればするほど、組織の衰退は免れない。だから、ソ連・東欧社

会主義崩壊後の 21 世紀社会においても、それなりの政治的地位を維持したいと考える

のであれば、戦時社会主義時代の党組織原則を変えなければならない。党組織の改革が

できなければ、小さな政治思想サークルに衰退する以外に道は残されていない。 


